
基本的な考え方 

施策の実施状況 

 

 

ほくでんは、取締役・監査役制度のもと、電気事業におけ

る経営環境や社会環境の変化へ迅速に対応するとともに、

効率的で透明度の高い企業活動を推進していきます。 

また、企業の社会的責任を果たす観点から、コンプライ

アンスの徹底、環境問題への対応、ステークホルダーと

の積極的な対話などに取り組んでいきます。 

このことにより、ほくでんグループの持続的な企業価値

の向上を図っていきます。 

 

 

 

取締役会：原則として毎月1回開催し、重要な業務執行

の決定を行なうとともに、取締役から業務執行状況の報

告を受け、取締役の職務の執行を監督しています。 

 
業務執行会議：社長、本部長（取締役）などで構成する業

務執行会議を、原則として毎週1回開催し、グループ経

営全般に関する方針、計画ならびに業務執行に関する重

要事項の審議を行なっています。 

 
各種会議体：コンプライアンス、リスク管理などの経営に

おける重要課題について、会社全体としての方向性など

を審議、調整するため、会議体を設置しています。 

 
監査役：取締役の職務の執行に関しては、監査役（5人

のうち3人が社外監査役）が、監査役会で定めた監査の

方針などに基づき、取締役会などの重要な会議への出席、

取締役などからの職務執行状況の聴取、重要な決裁書

類などの閲覧、業務および財務の調査などにより監査し

ています。 

また、監査役の監査業務を支援する専任スタッフ（8人）

を配置しており、監査にあたっては、会計監査人および

内部監査部門との連係を密にして監査業務の効率化を

図っています。 

 
内部統制システム：「業務の適正を確保するための体制

に関する基本方針」を定め、この基本方針に従い整備・

運用しています。 

業務執行の効率性、適法性について、内部監査部門に専

任スタッフ（20人）を配置し内部監査を行なう体制とし

ています。監査結果については、社長に報告するほか、

監査役へ報告を行なっています。 

 
リスク管理：グループ経営方針などの管理サイクルの中

で、リスクの体系的な把握、対応方策の立案、実施の確

認などを行なっています。 

 
会計監査：会計監査人として八重洲監査法人が監査を

実施しています。会計監査人と監査役は、会計監査上の

情報交換を定期的に行なっています。 

 
顧問弁護士：業務執行にあたり、法律的な判断の参考と

するため、複数の弁護士と顧問契約を締結し、適宜、助

言などを得る体制としています。 

 
コンプライアンスの徹底：コンプライアンスに関わる取り

組みを推進するため、2007年3月に「企業倫理委員会」

を設置しました。今後も社長を委員長とする「企業倫理

委員会」のもと、「ほくでんグループCSR行動憲章」や

「コンプライアンス行動指針」に基づき、事業活動におけ

るコンプライアンスの徹底を図っていきます。 

「ほくでんグループ」は、「人間尊重」「地域への寄与」「効率的経営」の経営理念のもと、 

「地域社会の持続的発展なくしてほくでんグループの発展はない」と認識し、社会の一員としての責務を確実に果たすとともに、

電気を中核とする商品・サービスを提供することを通じて、社会経済の発展と文化の創造に寄与します。 

ほくでんグループ一体となった経営体制のもと、透明かつ公正な事業活動に取り組むことによって、 

社会の信頼を確保し、企業価値の向上を図ります。 

また、事業活動の展開にあたり、安全を最優先するとともに、人権を尊重し環境に配慮します。 

「ほくでんグループ」は、これらの基本的な認識に立ち、以下の行動基準にしたがって行動します。 

《基本的な考え方》 

○お客さまに満足していただくことを第一に、電気
　を中核とする商品・サービスを提供します。 

・お客さまとのコミュニケーションを充実させ、安全性・安定
　性を確保し、お客さまにご満足いただける品質・価格の商品・
　サービスを提供します。 

お客さま 

○地域の皆さまからお寄せいただく期待と信頼
　に誠実にお応えします。 

・事業活動に関わる情報を積極的にお知らせするとともに、
　地域社会の一員として地域の皆さまとのコミュニケーショ
　ンを充実させて相互理解を深めます。 
・グループの総合力を発揮し、地域経済や地域社会の活性
　化に向けて取り組みます。 

地域の皆さま 

○地球や地域の環境に関わる課題に積極的に取
　り組みながら事業活動を行ないます。 

・社会の持続的発展のために地球温暖化防止対策、地域の
　環境保全、循環型社会形成を推進するとともに、事業のあ
　らゆる分野で環境負荷の低減に取り組みます。 
・環境管理を徹底するとともに、環境問題への取り組みに関
　わる情報を適時・適切にお知らせします。 

○コンプライアンスをあらゆる場面で徹底します。 

・コンプライアンス（法令・社内規程・企業としての倫理の
　遵守）を実践することが自らの責務であることを常に意
　識して行動します。 
・個人情報をはじめ会社が保有するあらゆる情報を適正に
　管理します。 
・社会の秩序や安全に脅威を与えるような反社会的行為に
　対しては、毅然とした態度で対応します。 

コンプライアンス 環境  

株主・投資家の皆さま 

従業員  ○取引先とは対等かつ相互信
　頼に基づいたパートナーと
　して透明かつ公正な取引を
　行ないます。 

・契約および健全な商慣行にしたがい、
　信義を重んじ誠実に行動します。 
・取引先に対しても、ＣＳＲ意識の共
　有と必要な取り組みを求めていき
　ます。 

取引先  
《行動基準》 

○株主・投資家の皆さまからの
　期待に誠実にお応えします。 

・たゆみない経営効率化を推し進め
　るとともに、事業活動におけるリス
　クを適切に管理し、安定的かつ持続
　的な価値の向上に努めます。 
・事業活動に関わる情報を適時・適切
　に開示するとともに、株主・投資家
　の皆さまとの積極的なコミュニケー
　ションを図ります。 

○従業員のために安全で働き
　がいのある職場をつくります。 

・常に安全衛生意識の徹底と職場環
　境・風土の改善に心がけ、風通しの
　よい職場風土づくり、安全の確保、
　健康の維持に努めます。 
・一人ひとりの人格、個性を尊重し、
　能力を十分に発揮できる働きがい
　のある職場をつくります。 
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■会社の機関・内部統制等の関係 株主総会 
選任・解任 

業務執行会議 

監査役（監査役会） 

監査役室 

会計監査人 
各種会議体※ 内部監査部門（考査担当） 

本部長（取締役） 

本店、支店、発電所 など 

グループ各社 

選任・解任 選任・解任 

報告 

監査 

付議・報告 選定・解職・監督 

指示 

内部監査 
業務執行部門 

内部監査 

統制 

報告 付議・報告 付議・報告 指示・監督 

監査 

選任･再任の同意 
会計監査相当性の 
判断 

※CSR委員会、企業倫理委員会、環境委員会 など。 

代表取締役 

取締役会 

コーポレートガバナンス ほくでんグループCSR行動憲章 

05 06
ほくでんグループサステナビリティレポート2010 ほくでんグループサステナビリティレポート2010

コーポレートガバナンス 
企業統治（経営の意思決定、監督・監視）のしくみ。近年の株主構成の
変化や法令遵守の要請などから経営の意思決定、監督・監視をより強化
することが求められており、多くの企業でこれらの改革が進められている。 

ＣＳＲ 
Corporate Social Responsibilityの略称。企業活動に
おいて社会、経済、環境の側面を総合的に捉え、競争力の源泉
とし、企業価値につなげること。 

コンプライアンス 
企業が法律、企業倫理、社会規範などを遵守すること。消費者、
投資家、取引先などのステークホルダーからの関心が集まっ
ている。 
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